
７ 広報しもつま  2014.6

　昭和62年から下妻市議会議員を３期12
年にわたり務め、在任中は文教厚生委員
会及び建設委員会の委員長を歴任し、市
政発展の原動力として多大な貢献をされ
ました。昭和59年から昭和62年まで八千
代東中学校で教頭を務め、教育者として
心血を注ぎました。「市民の皆さまのご
理解ご協力を得ての、この度の受章に感
謝いたします」。

瑞宝双光章
（高齢者叙勲）
瑞宝双光章
（高齢者叙勲）

加倉井 清さん加倉井 清さん
元市議会議員
元公立学校教頭
元市議会議員
元公立学校教頭
（88歳・小島）（88歳・小島）
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平
成
26
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
下
妻

市
か
ら
は
、
瑞
宝
双
光
章
に
１
人
、
瑞
宝

単
光
章
に
２
人
、
高
齢
者
叙
勲
の
瑞
宝
双

光
章
に
１
人
の
計
４
人
の
方
々
が
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

元茨城県警察
警部
元茨城県警察
警部
（71歳・下妻乙・栗山）（71歳・下妻乙・栗山）

　昭和36年に鹿島警察署（現・鹿嶋警察
署）地域課に警察官として勤務以来、主
に交番に勤務し、地域の安全と治安を守
り、平成15年３月に下館警察署（現・筑
西警察署）の警部として退職までの42年
間を警察官として務められました。「皆
さんのご協力によって、無事に務めあげ
ることができました。心から感謝いたし
ます」。

瑞宝双光章瑞宝双光章

山本 恭一さん山本 恭一さん

　昭和45年に関東鉄道に入社。「安全輸
送を第一」として鉄道業務に従事し、平成
20年には常総線運転司令室司令長として
国土交通大臣賞を受賞。平成22年３月に
水海道駅管区水海道駅長として退職まで
の40年間を鉄道業務一筋で務めました。
「家族の支え、職場の方々の協力があれば
こその受章です。皆さまに感謝いたします」。

瑞宝単光章瑞宝単光章

中山 宗治さん中山 宗治さん
元関東鉄道
水海道駅管区
水海道駅長

元関東鉄道
水海道駅管区
水海道駅長
（64歳・下田）（64歳・下田）

　昭和43年に陸上自衛隊に入隊して以来、
関東補給処古河支処の整備部で各種機
材・部品の製作などを主な職務とし、平
成24年３月に同処の防衛技官として退職
までの44年間を技官として務められまし
た。｢この度の受章は、身に余る光栄で
す。良き上司、良き同僚に支えられ、最
愛の妻の協力があってのものと感謝いた
します｣。

瑞宝単光章瑞宝単光章

平石 廣重さん平石 廣重さん
元陸上自衛隊
技官
元陸上自衛隊
技官
（62歳・江）（62歳・江）
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　毎朝、地域の不法投棄の見
まわりに行っています。近所
の人から、不法投棄の情報を
もらうこともあり、やりがい
のある仕事です。
　一人ではできないことも、
近所のみんなで心がけること
で、以前よりきれいになって
きたと思います。

下妻市ボランティア監視員

松﨑 忠夫さん

６月は「環境月間」

上空から監視するヘリコプター

山林に不法投棄されたタイヤ
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狙
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す
。
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は
、
平
成
26
年
５
月
現
在
で
29
名
が
活

躍
し
、
地
域
で
自
主
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、
不
法
投
棄
等
の
現
場
を
目

撃
し
た
り
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物

を
発
見
し
た
場
合
に
市
や
警
察
へ
連
絡

す
る
こ
と
で
、
不
法
投
棄
等
の
早
期
発

見
・
早
期
対
応
に
努
め
、
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。
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４
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す
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に
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ト
ロ
ー
ル
で
情
報
提
供
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
飛
行
訓
練
中
に
ご
み
の
不
法
投

棄
等
を
発
見
し
た
場
合
、
市
に
連
絡
が

入
り
、
市
職
員
が
現
地
調
査
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
８
件
の
情
報
提
供
が

あ
り
、
不
法
投
棄
、
不
適
正
処
理
の
早

期
発
見
や
、
そ
れ
ら
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
監
視
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
行
為
を
見
か
け
た
ら
、

時
間
、場
所
、投
棄
物
、車
両
ナ
ン
バ
ー

や
色
・
形
状
な
ど
の
特
徴
、
投
棄
者
の

特
徴
な
ど
を
、
す
ぐ
に
「
通
報
」
し
て

く
だ
さ
い
。

　

自
分
で
注
意
し
た
り
、
声
を
か
け
た

り
す
る
の
は
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
「
通
報
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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タ
イ
ヤ
な
ど
、
処
理
に
困
っ
た
も
の
を

捨
て
て
し
ま
う
人
が
い
る
の
で
す
。
不

法
投
棄
は
、
自
然
と
生
活
の
環
境
を
破

壊
し
、
人
の
心
を
踏
み
に
じ
る
行
為
で

す
。

　

市
で
は
、
平
成
25
年
度
に
36
件
の
不

法
投
棄
が
確
認
さ
れ
、こ
れ
ら
を
回
収
・

処
分
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ
た

ご
み
が
新
た
な
ご
み
を
呼
ぶ
こ
と
や
、

ご
み
を
除
去
し
て
も
ま
た
捨
て
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
不
法
投
棄
が
後
を
絶
た

な
い
の
が
現
状
で
す
。
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